
東京外語会主催文化講演会

演題: ハングルの誕生一一〈知〉の革命

講師: 野間秀樹氏国際教養大学客員教授、前東京外国語大学

大学院教授 http://www.aurora.dti.ne.jp/-nomaJ 

日時 2012年3月10日(土)14-16時

会場: 東京外国語大学本郷サテライト

ハングルと〈訓民正音〉

ハング、ルは 15世紀、朝鮮半島に生まれた文字
くんみんせいおん

体系の名称である。(訓民正音〉略して
せいおん

(正音)と呼ばれた。

なぜハングルが面白いのか

一一普遍への契機としての〈正音〉

多くの文字に日常的に接している日本語圏に

あって、ハング、ルを見ると、単にハングルとい

う個別の文字体系を超えて、ひらがなやカタカ

ナ、漢字、ローマ字などといった、様々な文字

に恩いを致すことになる。のみならず、ことば

と文字、人聞にとって文字とは何か、(書く)と

はどういうことか、さらに〈知〉とは何かとい

った、巨大な聞いの数々が立ち現れてくる。

15世紀、全ての〈知〉は漢字漢文であった

(正音)が創られた時空間はし、かなるもので

あったろう。文字を知る人々、即ち士大夫たち

知識階級にとって、文字とは漢字のことであり、

文とは漢文のことであったo 生まれて漢字で名

を与えられ、漢字漢文で学び、漢文で友と文を

交わし、詩を作った。科挙といった官吏登用試

験は文字通り漢字漢文の権化である。王より死

を賜るのも漢字漢文をもってであり、死しての

ち煩えられるのもまた、漢字漢文によるのであ

った。朝鮮王朝の全ての(知〉は漢字漢文によ

るものであった。
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緯国の国立国経院ニューズ・レ

告ー (2011年11月23日)より

〈話されたことば〉と〈書かれたことぱ〉の二

重言語状態

〈書かれたことば〉の全ては漢文であったの

に、士大夫にあっても(話されたことば〉は朝

鮮語であった。母語は戟鮮語であり、古典中国

語たる漢文は学習して身につける言語で‘ある。

知識人の全てが、こうした二重言語状態に置か

れていた。基本的に、書かれた母語を誰も見た

ことはない。母語は(知〉ではなかった。漢字

で書かれた(在)や(有)は知であっても、日

本語で言えば、存在論の線幹をなす「あるJな

どということばさえ(知〉ではない。認識論の

根幹をなす「知るJなどということばは(知)

ではなかった。そういった磁場に知識人は置か

れていた。「仁Jr義Jr忠Jr孝」といった、漢

字で表しうる概念のみが、〈知)たりえ、性理学

のエクリチュールがその高みに君臨する。

世宗、文字を創る
セジョン

こうした磁場に、朝鮮王朝第4代の王・世宗

は挑んだ。朝鮮語を書くということを創始する

のである。(話されたことば〉としてのみ存在し

ていた朝鮮語を、〈書かれたことば〉として創り

上げる。いかにして?文字を創製し、文を作り、

テクストを組み上げ、韻書を編むことによって。

この点で、ヨーロッパにおいてラテン語に対し

vernacularが書かれた変革と決定的に異なっ

ている。東アジア世界を覆っていた漢字のシス

テムを根底から覆す(文字体系を創出する〉こ

とによって、この地の変革は開始されたのであ

った。(正音〉の誕生と発展は、(知〉の意匠た

る文字ともども変革し、母音吾を(知〉の中に組

み込む(知の革命)であった。

文字自らが自らを語る書物としての悶11民正音』

文字は古来、石に刻まれたり、亀甲に刻まれ

たりして歴史に登場するものであった。〈正音)

は『訪11民正音』解例本と呼ばれる書物によって

公にされる。これは版木に刻され、紙に刷り、

製本され、書物に編んで世界史の中に登場した。

そこには何が書かれていたのか? (正音)

はかくなる目的で創られた。〈正音)はかくなる

文字、かくなるシステムである。〈正音〉はこの

ように書く。乞い願わくは、(正音)を学ぶ者を

して、師なくして自ら悟らしめんことをィなど

と漢文で書いてあった。

そしてこの漢文本を朝融持苦に訳した『司11民正
1:1'，んかいほん

音』諺解本と呼ばれる書物が著される。『司l陪是

正音』は、(正音)はかくなる文字であるという

ことを〈正音〉自身が描き出した書物、(文字自

らが文字自らを諮る書物)に他ならない。

出来事としての悶H民正音』

古来、あらゆる〈書かれたことば〉は、全体

であれ断片であれ、全て過去の何事かについて

書かれた歴史、常に過去に物語られた歴史、ヒ

ストーリエHistorieである。ところが『司11民正

音』という書物は、 Historieとしてのみ存在す

るわけではない。問11民正音』は、これを読むも

のにとって、常に(し、ま・ここで〉、(ことばが

文字となる〉原初の瞬間を体験する書物でもあ

る。日く一一/k/を表す字母の形は、 /k/を発音

する発音器官の形寸である。/n/を表す字母の形

もまた/n/を発音する発音器官の形しである。

/k/の有気音N/を表す字母は/k/の字母「に画
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を加えることによりこれを表す。 1が司となる。

等々。問11民正音』は、その書物を織くものにと

って、〈ことばが文字とな会JP裂が常にくいま・

ここで〉の出来事として生起する歴史、ゲ

シヒテGeschichteである。

〈正音〉の四分法

〈正音〉は音節を、音の平面において(子音

+母音+子音+高低アクセント)という 4つの

要素に解析し、文字の平面においてそれぞれに

明確な(かたち〉を与え、それらの〈かたち〉

を総合するとし、う仕組みを採った。例えばIpam/

とし、う音節であれば、 /p/、/a/、/m!を表すそ

れそ@れの字母H、ト、ロと、高く発音する音節

であれば(傍点〉一点を左に付し、(・苦)のご

とく表した。無点であれば低い、一点は高い、

二点は低から高。これらの組み合わせで初めて

l文字である。そこで抽出された子音と母音は

ほとんど、 20世紀にいたって言語学が初めて到

達した(音素〉と呼ばれる要素であった。そし

て音の高低さえも単語の意味を区別するならば、

それは必ず〈かたち〉にされねばならない。こ

れが(正音〉の思想であった。

王朝における正音革命派と漢字漢文原理主義と

の思想闘争

(正音〉の創製と展開は王・世宗によって指

導されたが、これにこぞって反対する士大夫た

ちがあった。漢字漢文原理主義とも言うべき、
チェ・マルリ

握高理たちの命がけの上疏でこれを知ること

ができる。雀高理たちは{用音合字〉というこ

とばで端的に(正音〉常貯つ仲取り、そ

うしたシステムは(尽く古に反す)と王を諌

めた。こうした言語学的な思想闘争が主宮の中

で繰り広げられたのである。

王が遂行するのであるから「革命j などと言

えない? それは違う。世宗が闘ったのは、朝
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鮮半島で一千年を貫く、巨大な(漢字漢文エク

リチュー/レ〉であった。

さらに深く、さらに面白く

さらに深く味わうために、『ハングルの誕生
おん

一一音から文字を創る~ (平凡社)を繕いてい
キム・ジナ

ただければ幸いである。召祖oト(金珍蛾)・

キムギヨン パタ・スジン

召71坦(金奇FELL叶牛忍(朴守珍)共訳にな

る韓国語版も量判117~ より刊行されている。(東亜

日報、朝鮮日報、教保文庫それぞれの (2011年、

今年の本)に選定)。

ノ、ングノレの誕生と成長をめぐる知のドラマは、

今日なお尽きることがない。

.里子関秀樹前東京外国語大学大学院教授。主任指導教員企して 9名の大学専任教員を始め、多くの研究者、教

育者を育てる。現国際教養大学客員教民東京教育大学教育学部芸術学科中退、 1987年東京外国語大学朝最宇語学科

卒業、 1989年同大学院アジア第一言語修士課程修了。専門は朝鮮言語学、日韓対照言語学、韓国語教育。 50編ほど

の学術論文、著書、共著書は20冊近い。著書に『ハング、ノレの誕到(平凡札 2010年アジア・太平洋賞大賞受賞。

大学で教鞭を執る 14名の弟子たちが連名で同賞の盛大な祝賀会を主催したことは、人々の記憶に新しい)、『韓国語

語葉と文法の相関構酎(ソウル:太学札 2003 年大韓民国学術院優秀学術図書選定)、『新・至福の朝鮮語.~ (朝日

出版社)など。編著書に『韓国語教育論講副全4巻(くろしお出版)02005年大韓民国文化褒章受章。

、:へ，・へ'・"""，.，..，_.戸、. .へーへ. .、“・、戸へへ. .戸、へ，:'~:~:'~:へd ・へ、-

東京外語会会報への投稿要領

1. 種類:会員短信、つどい、支部だより、キャンパスニュース、現地レポート、フォーラム、

海外体験・留学記など

2. 締切日 6月1日付会報→3月末 10月1日付会報→7月末 2月1日休鉢匝→ 11月末

3. 原稿:原則としてWordで作成の上、

4. 字数-次を目途として、これを超え

5. 写真

尚、写真はWot輔、

6. 送信先: 東京外語会事務

7. その他:次の諸点につき」

①締切日を厳守願います。

また、ご寄稿済み原稿の力

③編集作業において会報委員会

@投稿される原稿、写真、イラストなどが他人の著作権や肖像権などを侵害していないことに

ご注意ください。東京外話会は他人の権利侵害に起因する損害賠償責任などは一切負いません

⑤ ご投稿いただいた原稿および写真などは原則としてご返却いたしません

東京外語会会報委員会
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百周年記念教育研究振興基金及び国際教育支援基金の使途について

一般社団法人東京外語会理事長上原尚問Ij殿

国立大学法人東京外国語大学長亀山郁夫

平成 23年度百周年記念教育研究振興基金及び国際教育支援基金御報告

揚春の{長、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
日頃より本学の教育研究事業に多大な御支援御協力を賜り誠にありがとうございます。
さて、平成23年度百周年記念教育研究振興基金及び国際教育支援基金の事業につきまして、別紙のとおり実施いたし

ましたので御報告申し上げます。平成23年度には東日本大震災の被災学生への緊急支援にも役立てさせていただきまし
た。お陰をもちまして、大きな成果を上げることができましたことを篤く御礼申し上げます。
百周年記念教育研究振興基金及び国際教育支援基金につきましては、昨今の不安定な経済情勢のなか、貴重な資産と

して今後とも有効活用を図って参りたいと存じます。教育研究のための助成事業を更に発展させるべく鋭意努力いたし
ます所存ですので、引き続きご指導ご鞭捷のほどよろしくお願い申し上げます。

平成23年度百周年記念教育研究振興基金会計報告 平成24年3月31日 (単位:円)

平成22年度からの繰越 112，941，221 平成23年度事業

運用利息等閑整※ 29，504 {内訳)

普通預金利息 6，415 
葉

I百周年記念会館(本郷サテライト)関連経費

運用利息 442，804 2.その他の事業助成
Jl!t立百周年壷浩容業(百年史)より組み入

142，324 3.その他れ
車位百周年記念事業偲念事費目より組み

188，033 平成24年度への繰越入れ
計 113， 156， 361 

※平成22年度以前の会計報告にて運用利息の扱い等が誤っていたために必要となった翻盤

事業実施肉訳

事業区分 言十 画 内 1(;. 

1 本郷サテライト土地借料等 ※l 

平成23年度入学生に対する緊急支援策による奨学金

2 短期研修プログラムの支援制度※2

東北地方太平洋沖地震による被災学生への緊急支援奨学金

3 振込手数料

fi 官十

※1本郷サテライトt僻}等の内訳:土地観'l-67，5∞X12.r月=810，0∞， 町会費 18，由加
※2当該年度の運用益を原資とする附剤実施

計

10，318，568 

828，000 

9，488，144 

2，424 

103，431，193 

113，156， 361 

支出額

828，000 

4，089，000 

320，000 

5，079，144 

2，424 

10，318，568 

平成23年度国際教育支援基金会計報告 平成24年3月31日(単位:円)

平成22年度からの繰越 185，217，343 平成23年度事業 16，416，204 
運用利息等穏整※ 1，039，458 (内訳)

普通預金利息 9，653 1.国際教育交流支援

運用利息 飽4，110 事 (1)派遣留学生支援 4，800，000 

業 (2)受入留学さ主支援

2 国際教育事業支援

10，020，000 

区 (1)海外教育研修支援 1，170，860 

分 (2)多言語・多文化教育支援 453，820 

その他 31，524 

平成24年度への繰越 170，474，360 

計 186，950，部4 計 186， 950， 564 
※平成22年度以前の会計報告にて運用利息の扱い等が誤っていたために必要となった調盤

(P.84へ続く)
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:委!日民主会;品、:;ig
口会費問題特別委員会
新会費制度は皆犠からのご協力を頂き予定通

り4月1日からスタートしました。
当初から予想されたことですが、組晶措置が

いろいろあり完全に新制度に移行するには数年
かかること(1日制度の下、終身会費の分納を選

択された方が支払いを終えるまでには4年程度
かかります)と、年会費の下での新会員加入促

進キャンペーンが軌道に乗るには相当の期間を

必要とすることから当面は会費収入の減少は避

けられない見込みです。
外語会といたしましては、会員糊IJ委員会を

立ち上げ行方不明の卒業生探しと外語会員の加
入促進キャンペーンを開始し、今年度の収支が

マイナスにならぬよう努力を続けますが、かな

りの苦戦が予想されます。
つきましては、誠に心苦しいことですが終身

会費を払い終わった会員の皆様には、 12ページ
にご案内しておりますとおり賛助会員としてさ

らなるご協力を賜りますようお願い申し上げま
す。 会費問題糊IJ委員長淡野武司 6昭39)

口 広報委員会
これまで、広報小委員会という名称の下、外

語会リーフレットの作成や外語会ウェプサイト

の運営を行ってまいりましたが、 3月24日の理
事会決定により広報委員会と名称を変更いたし

ました。
名前に負けないよう委員一同気を引き締めて

業務に取り組む所存です。
外語会のウェプサイトはさらなる進化を続け

ています。第3次改訂により、入会申し込み画

面や会員投稿画面が改善され、使い勝手がよく
なっただけでなく、お知らせ画面も一覧性が向

上しております。
いまのところ、外語会の広報は会報と即が両

輪となっておりま7九それぞれに一長一短があ
ると思いますが、 IIPの場合はリアルタイムで掲

載が可能な点が取り柄と思っておりまマ九
会員の皆様の外語会に対するご意見々全員各

位の近況などがプログ形式で投稿できるように
なっておりますが、今回の改訂でPhotoGallery 

を設けましたので大量の写真を展示することも
可能となりました。ぜひご活用いただきたいと

思います。
とくに語科別同窓会、サーク/明IJ同窓会、国

内・被汐ト支部の皆様にはIIPの活用により個々の
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組織内での広報に留まらず、外語ファミリー全
体に対する発信をしていただければと願ってお
ります。また、個人的な投稿も歓迎しておりま

すユ
広報委員会は今のところ小所帯ですが、もう

少し委員の数を増やしたいと考えておりますの

で協力してやろうという意思のある方は事務局
にご連絡お願い申し上げます。(月 l回程度の会

合とメールによる意見交換で運営しております
のでそれほどご負担になることはないと思し、ま

す。委員の数を増やすのは、事務量が多いとい

うことではなくいろいろなご意見を反映させた
いとし、う観点からのものであること申し添えま

す)。 広報委員長淡野武司 (S昭39)

口広告渉外委員会
広告桝ト委員会の主要活動は会報ハ掲載され

る広告を質量ともに充実させ、広告主、読者お

よr>>ト語会共通の便益を図ることにあります。
広告主は上場企業、個人企業、大学、大学同

好会、任意団体など多岐に亘っており、多くの
広告主に長期・定期的に広告を掲載して頂いて
おります。これらの広告主の中からは広告の効
果があったと感謝の声を寄せてくださるところ
もあります。また大学の性格上、卒業生の中に

は翻訳業や著述業をされておられる方が少なか
らずおり、ご自身の著作刊行物の広告を掲載さ

れる方もおられます。
広告渉外委員会は常時広告を募っていますの

で、皆様のさらなるご支援・ご協力をお願い申
し上げます。と同時に広報活動、特に会報に掲

載する広告につきまして皆様の忌憾のないご意

見をお聞かせくださるようお願いいたします。
会報に掲載されている広告はホ業生の方にも

現役の学生さんにも幅広くお役に立つものとな

っておりますので、ぜひ皆様がこれらの広告を

有効にこ苛U用、ご活用くださるようお願い申し
上げます。

会報には毎号「東京外語会広告募集」を掲
載していますので、ご参照ください。詳細は広

告悌ト委員会併話会事務局内)にお問い合わ

せくださ川
広告渉外委員長川上直久 (Po昭46)

口就職支援委員会
学生への就職支援事業としての卒業生による

「キャリア相談会j を昨年 10月より 2月迄実

施した。脳髄票境が益々厳しくなる中、学生の
相談に対し十分な時間をとり、個別業界・会社

についての質臨E答の他、各種キャリア相談が

あり経験談を含めきめ細かく対応した。
本年度も実施予定だが、採用環境が流動的な

為その動向を踏まえ大学と協議して取り進める

こととする。 顧識支援委員長糸賀紘備 (S昭43)

ロ規則改定委員会

平成23年度は、平成24年度から導入される
新会費制度に関わる会費規涯の策定ほか、実態

にそぐわない外語会規則の全面的な見直し作業

を行った。
今年度も、外語会の事業展開に合わせて必要

な規程の制定、実態に合わなくなった規則類の

見直し作業を進めてゆく。
規則改定委員長尾見和男(S昭39)

口財務・経理委員会

~東外大の改革に応えて~
平成 24年 4月新たな時代を迎え、国家の長

期戦略ともいえる「人材のグローノ〈ル化Jに取

り組む大学再編の狙いを実現する為、外語会と

して「何をなすべきかJということを改めて認

識する必要がある。外語会の目的は同窓生の懇
親や、大学の目的・使命の達成に協力すること
であるが、大学支援のウエートを高める視点が

求められると考える。この期待に応えるために
は強固なる財政基盤を確立して初めて可能とな

るものであります。
現状、外語会の収支は年間約2，000万円程度

の固定費を要するが 2009年大学の後援により

樹子された学生会員制度導入後収支に余裕を生
じ大学支援が可能となっております。この状況

を更に安定させる為、同窓生の幅広い層から、
長期間の支援をいただく「会費制度改訂』を 4
月より実施することとなった。この際注意を喚

起したいのは改訂の趣旨が浸透する問、収支の

タイムラグが生ずることである(収入が流動的

で支出が先行する)。
制度改訂の課題である会員増強策の手立ては

講じつつあるが、同窓生全員の協力をお願いし
て実効を挙げねばならないと真剣に考えるもの

であります。
財務・経理委員長斎藤勉(I昭39)

口事業委員会
L東京外語会寄付講義、変更点のお知らせ
6月 15日の講師が、野吾ほなみ氏(Ma平成4

年)日本貿易振興機構(]ETRo)途上国貿易開発

部アジア支援課長代理に変更になっております。

東京外語会会報No.125 

2.東京外国語大学・東京外語会合同講座
(1) 日時 :6 月 14 日 ~7 月 19 日全6回各木

曜日 18: 30~20 : 00 
(2)場所:本郷サテライト 3階教室
(3)内容:r知られざるブラジルの文化と佐会」

6114 鈴木茂懐京外国語大学教授)r映画

に描かれたリオデジャネイロj

6121 岸和田仁(日本ブラジル中央協会理事)
「ブラジル文化論における1930年代、

ハーン ω、泉八雲)とブラジルの接点J
6128 黒津直俊慌京外国語大学教授)rブラ

ジルのポルトガル語はポルトガルのポ

ルトガル語とどこが違う州

7/5 森和重(日本ブラジル中央協会常務
理事) r双方向の日系移民問題J

7/12 和田昌親(元日本経済新聞常務取締役)
『ブラジルの世界一物語J

7/19 武田千香(東京外国語大学准教授)rブ
ラジルの文豪マシヤード・ジ・アシス
の文学にみるブラジルの美学」

本講座は、文京区民大学連携講座として本郷

サテライトのある文京区に在住または在勤の方

を対象にしておりますが、外語会会員には鵬禽
が認められております。申し込みに際してはそ
の旨お申し出ください。下期講座は 10月開講
を予定しております。

照会先ペ公財)文京アカデミ一学習推進係 (03
-5803-1119)ないしは文京区HP、東京外国

語大学HP、東京外語会HP
3.文化講演会
外語会会員を対象に土曜の午後、本郷サテラ
イトにおいて年2~3回程度開催しております。
今年は第 1回目を3月 10日前東京外国語大学

大学院教授、野閑秀樹氏をお招きし、「ハングル
の誕生ーく知>の革命j と題して、朝鮮王朝第
4代王・世宗(セジョン)カ2創製した朝鮮語の

書き言葉く訓民正音>(後にハングルと呼ばれ

る文字体系)の誕生にかかわるドラマを豊富な
映像資料を駆使し語っていただきました。ご講

演後のビールとおつまみ、お寿司を食べながら

の立食パーティーも楽しく超満員の盛況でした。
(講演内容については54ページ参照)
次回は7月7日(土)に東京外国語大学大学

院今福徳太教授(文化人類学)をお招きして関
帯する予定です。(講演内容については84ペー

ジ参照)
皆様方のご参加を心からお待ち申し上げます。

事業委員長山中輝雄 (E昭43)
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亀山郁夫学長卒業式式辞(全文)

〔特集①] i学部改編に期待するJ'"'-'卒業生からの熱いエール~

【特集②] iいまアジアは燃えている!J r-_，アジアで活躍する卒業生~

11巻頭エッセイ 「シュタイ ンベルグ先生の課外授業J東京大学教授幸田 薫 (D昭 48)

罰臨海外体験・留学記 「アフリカ大陸、ボツナワで働き、感じ、考え、学んだこと J山脇遼介 (D平24)

「バルセロナ留学J立崎有衣子 (S平 24)

「人生を変える留学~フランスでの 11カ月間 J伊藤 圭(GA平24)

磁 卒業生メッセージ 「留学で得たもの」塩崎健太郎 (C平 24)

r w外交官プログラム』を受講して J渡曾隼人 (C平 24)

溜合同議臨: i世果の言語シすイレ l ご/1)ー プ


